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は
じ
め
に

明
治
三

0
年
代
の

「
対
話
体
教
材
」

日
本
の
演
劇
と
教
育
の
関
係
性
は
、
明
治
末
期
に
川
上
音
二
郎
一

座
が
、
子
ど
も
の
た
め
に
上
演
し
た
「
お
伽
芝
居
」
、
そ
し
て
同
時

期
に
巌
谷
小
波
が
、
子
ど
も
が
学
校
で
芝
居
を
演
じ
る
「
學
校
小
供

芝
居
」
を
紹
介
し
た
こ
と
に
始
ま
る
と
い
う
の
が
定
説
で
あ
り
、
子

ど
も
が
学
校
で
劇
を
演
じ
る
こ
と
を
、
現
在
で
は
一
般
的
に
「
学
校

劇
」
と
呼
ぶ
。
「
学
校
劇
」
と
い
う
名
称
は
、
大
正
七
年
以
降
に
、

当
時
広
島
高
等
師
範
附
属
小
学
校
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
小
原
国
芳

が
提
唱
し
普
及
し
た
と
さ
れ
、
「
学
校
劇
」
と
い
う
名
称
が
定
着
す

る
ま
で
は
、
学
校
に
お
け
る
演
劇
は
「
唱
歌
劇
」
「
対
話
劇
」
な
ど
、

様
々
な
名
前
で
呼
ば
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
学
校
劇
に
関
す
る
先
行

研
究
で
は
、
「
学
校
劇
と
い
う
名
称
が
生
ま
れ
る
ま
で
に
、
学
校
に

(
l
)
 

演
劇
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
」
な
ど
と
続
き
、
明
治
期
に
は
、

学
校
演
劇
の
前
身
と
し
て
「
対
話
」
が
劇
の
代
わ
り
に
流
行
し
た
と

説
明
さ
れ
る
様
子
も
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
明

注
参
考
資
科
の
本
文
中
の
漢
字
の
字
体
は
、
原
則
と
し
て
原

治
四

0
年
代
頃
か
ら
学
芸
会
の
演
目
と
し
て
登
場
し
た
「
対
話
」
が

の
ち
の
学
校
劇
に
影
響
を
与
え
、
学
校
劇
の
原
型
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
た
こ
と
は
、
先
行
研
究
で
議
論
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
「
対

話
」
の
台
本
と
し
て
多
く
使
用
さ
れ
た
の
が
、
明
治
期
か
ら
国
語
科

教
材
に
登
場
し
た
「
対
話
体
教
材
」
で
あ
る
。
明
治
期
の
「
対
話
体

教
材
」
は
、
学
習
テ
ー
マ
に
つ
い
て
問
答
し
た
り
、
発
音
や
読
み
方

の
練
習
を
す
る
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
教
材
で
あ

り
、
「
劇
」
の
台
本
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
た
も
の
で

は
な
か
っ
た
。
で
は
、
「
対
話
体
教
材
」
が
、
学
校
演
劇
の
原
型
と

言
わ
れ
る
「
対
話
」
の
台
本
と
し
て
使
用
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
ど
の

よ
う
な
経
緯
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
「
対
話
」
の
台
本

に
も
使
わ
れ
、
国
語
の
教
材
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
「
対
話
体
教

材
」
が
授
業
で
使
用
さ
れ
て
い
た
例
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
「
対
話

体
教
材
」
が
演
劇
教
育
の
原
型
と
し
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し

た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

矢

野

郁

に
見
る
演
劇
と
教
育
の
関
係
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-
、
明
治
三

0
年
代

教
育
に
お
け
る

（
一
八
九
七
＼
一
九
〇
六
年
）

「閾」

明
治
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
、
一
般
的
に
芝
居
や
劇
は
「
河
原

乞
食
の
す
る
こ
と
」
と
い
う
風
評
が
あ
り
、
小
学
校
に
お
い
て
劇
が

教
育
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
る
事
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
明
治
二

三
年
に
生
ま
れ
、
明
治
三

0
年
代
に
小
学
校
教
育
を
受
け
た
児
童
教

育
研
究
者
で
あ
る
霜
田
静
志
は
、
当
時
の
小
学
校
に
お
け
る
劇
の
扱

い
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

我
々
は
明
治
時
代
に
小
學
校
教
育
を
受
け
た
の
で
あ
る
が
、

嘗
時
は
小
學
校
の
兒
童
に
劇
を
や
ら
せ
る
と
い
ふ
や
う
な
事
は

全
く
な
か
っ
た
や
う
で
あ
る
。
私
は
師
範
の
附
属
小
學
校
で
教

育
を
受
け
た
の
で
、
今
か
ら
考
へ
て
も
、
相
嘗
進
歩
的
な
教
育

を
受
け
た
と
思
ふ
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
劇
は
一
回
も
さ
せ

ら
れ
た
事
が
な
か
っ
た
。

女
學
校
な
ど
で
は
活
人
霊
と
い
ふ
も
の
を
よ
く
や
っ
た
。
劇

第
＿
章

先
行
研
究
に
お
け
る
「
学
校
劇
」
以
前

本
の
ま
ま
と
し
た
。
た
だ
し
、
傍
点
や
強
調
点
は
省
略
し

て
い
る
。
ま
た
、
傍
線
は
筆
者
が
追
加
し
た
。

の

の
や
う
な
も
の
も
、
何
か
の
會
の
餘
興
に
や
っ
た
や
う
な
事
も

あ
っ
た
か
知
れ
ぬ
が
、
そ
れ
は
ま
だ
教
育
と
し
て
は
考
へ
ら
れ

な
か
っ
た
。
河
原
者
の
慎
似
ご
と
を
す
る
な
ど
以
て
の
外
と
考

(2) 

へ
ら
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
か
ら
何
と
も
致
し
方
が
な
い
。

明
治
三

0
年
代
当
時
、
小
学
校
に
お
い
て
「
劇
」
を
や
る
こ
と
は
な

く
、
女
学
校
な
ど
で
劇
の
よ
う
な
も
の
を
や
っ
た
と
し
て
も
、
余
興

で
し
か
な
く
、
「
劇
」
が
教
育
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
と
い
う
の
が
霜
田
の
実
感
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
明
治
三

0
年
代
後
半
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
変
化
が

見
え
始
め
た
。
例
え
ば
、
明
治
三
九
年
に
は
、
日
本
の
児
童
文
学
の

創
始
者
と
言
わ
れ
る
巌
谷
小
波
が
、
「
学
校
芝
居
」
と
呼
ば
れ
る

「
学
校
で
子
ど
も
が
演
じ
る
劇
」
を
四
編
発
表
し
て
い
る
。
こ
の

「
学
校
芝
居
」
は
、
巌
谷
が
講
師
と
し
て
招
か
れ
て
い
た
ベ
ル
リ
ン

で
見
た
「
學
校
小
供
芝
居
」
を
、
「
又
彼
地
で
は
學
校
の
先
生
が
先

に
立
つ
て
、
素
人
の
小
供
が
築
み
に
芝
居
を
演
る
事
が
あ
る
が
、
日

(
4
}
 

本
の
學
校
で
も
演
つ
て
見
た
ら
好
い
だ
ら
う
。
」
と
し
て
談
話
「
独

逸
の
御
伽
芝
居
」
に
お
い
て
紹
介
し
た
こ
と
に
端
を
発
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。
こ
う
し
て
、
明
治
三

0
年
代
以
降
、
学
校
に
お
け
る

「
劇
」
が
取
り
あ
げ
ら
れ
る
機
会
は
次
第
に
増
え
始
め
た
。

一
方
、
こ
の
よ
う
な
働
き
か
け
に
呼
応
す
る
よ
う
に
、
明
治
四
〇

年
に
入
る
と
、
教
育
の
場
に
お
け
る
劇
や
芝
居
に
対
し
て
、
文
部
省
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か
ら
禁
止
令
が
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
以
下
に
幾
つ
か
の
例
を
あ

(
5
)
 

げ
る
。

明
治
四

0
年
七
月
二
日
文
部
次
官
通
牒

「
学
校
教
員
生
徒
ノ
舞
踏
及
ハ
活
人
画
等
青
年
ヲ
誤

リ
易
キ
挙
動
二
関
ス
ル
取
締
方
」

明
治
四
一
年
九
月
二
六
日
文
部
次
官
通
牒

「
文
部
省
直
轄
諸
学
校
学
生
風
紀
振
粛
等
二
関
ス
ル

注
意
事
項
」

内
容
「
演
奏
会
学
芸
会
等
二
関
シ
テ
学
生
ヲ
シ
テ

儒
弱
ノ
風
ヲ
習
ハ
シ
メ
サ
ル
様
指
導
ス
ヘ
キ
コ
ト
」

明
治
四
一
年
九
月
二
九

H

文
部
省
夏
期
講
習
会
二
於
ケ
ル

文
部
大
臣
演
説
、
教
育
二
関
ス
ル
留
意
事
項

内
容
「
五
、
劉
閣
、
演
劇
、
興
行
物
ハ
勿
論
、
叫
~

酬
、
絵
画
、
僻
園
、
其
ノ
他
時
勢
ノ
変
遷
卜
倶
二
発

生
ス
ル
諸
種
ノ
誘
惑
物
二
就
キ
テ
ハ
学
校
職
員
ヲ
シ

テ
常
二
細
心
注
意
シ
荀
モ
不
良
ノ
欲
望
ヲ
挑
発
シ
テ

堅
実
ナ
ル
思
想
ヲ
破
壊
ス
ル
傾
向
ア
ル
モ
ノ
ニ
対
シ

テ
ハ
巌
二
警
戒
ヲ
加
へ
以
テ
学
生
ヲ
シ
テ
悪
習
二
感

染
セ
シ
メ
サ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
努
メ
善
良
ナ
ル
運
動
遊
戯

ノ
奨
励
…
」

こ
れ
ら
の
通
牒
や
留
意
事
項
で
は
、
傍
線
部
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

舞
踏
、
活
人
画
、
演
奏
会
、
学
芸
会
、
寄
席
、
演
劇
、
興
行
物
、
出

版
物
、
俗
謡
な
ど
が
文
中
に
含
ま
れ
て
お
り
、
活
人
画
を
含
む
、
演

劇
や
、
学
芸
会
に
お
け
る
発
表
内
容
な
ど
が
、
取
り
締
ま
り
や
指
導

の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
前
出
の
霜
田
も
、
当
時
の
様
子
に

つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

明
治
四
十
年
か
に
、
官
立
の
某
校
で
お
染
久
松
を
學
生
が
演

じ
て
問
題
に
な
り
、
時
の
文
部
大
臣
小
松
原
英
太
郎
氏
の
學
校

劇
禁
止
令
と
な
っ
て
出
た
な
ど
を
見
れ
ば
、
嘗
時
の
學
生
劇

が
、
今
日
吾
々
の
言
ふ
學
校
劇
と
同
日
に
談
ず
べ
き
も
の
で
な

(
6
)
 

い
事
は
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
明
治
三

0
年
代
後
半
か
ら
、
学
校
で
児
童
が
演
じ
る

劇
へ
の
働
き
か
け
が
見
え
始
め
、
実
際
に
上
演
を
行
っ
た
学
校
も

あ
っ
た
が
、
行
政
に
よ
る
禁
圧
措
置
な
ど
も
あ
り
、
学
校
教
育
に
お

い
て
劇
が
広
く
普
及
し
て
い
る
と
い
う
状
態
で
は
な
か
っ
た
と
言
え

る
。
つ
ま
り
、
劇
は
初
等
教
育
に
お
い
て
普
及
し
て
お
ら
ず
、
む
し

ろ
弾
圧
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
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明
治
三

0
年
代
の
初
等
教
育
の
授
業
で
使
用
さ
れ
て
い
た
教
材
の

中
に
は
、
二
人
以
上
の
登
場
人
物
が
会
話
を
交
わ
す
形
式
の
教
材
が

存
在
し
た
。
こ
の
形
式
の
教
材
は
、
当
時
特
別
に
名
前
が
付
け
ら
れ

て
呼
ば
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
登
場
人
物
が
対
話
す
る
形
式

の
教
材
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
便
宜
上
「
対
話
体
教
材
」
と

呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。
小
学
校
で
使
用
さ
れ
て
い
た
教
科
書
は
、
明
治

三
六
年
ま
で
は
学
校
に
よ
り
異
な
っ
て
い
た
が
、
明
治
三
六
年
に
国

定
化
さ
れ
、
全
国
の
小
学
校
で
統
一
し
て
、
政
府
が
編
集
•
発
行
し

た
教
科
書
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
教
科
書
が
国
定
化
さ
れ

て
か
ら
、
明
治
四
三
年
ま
で
使
用
さ
れ
た
第
一
期
「
尋
常
小
学
読

本
』
を
参
照
す
る
と
、
「
二
人
以
上
が
会
話
を
交
わ
す
形
式
の
教
材
」

は
三
八
個
確
認
で
き
る
（
表
一
）
。
第
一
期
『
尋
常
小
学
読
本
」
は
、

明
治
三
七
年
か
ら
、
明
治
四
二
年
ま
で
使
用
さ
れ
、
各
学
年
二
冊
ず

つ
、
計
八
冊
発
行
さ
れ
た
。
全
教
材
数
は
―
二
八
個
あ
り
、
対
話
体

教
材
は
全
体
の
約
三
割
を
占
め
る
。
教
材
の
三
つ
に
一
っ
は
対
話
体

教
材
が
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
対
話
体
教
材
が
初
等
教
育
に

一
般
的
に
普
及
し
て
い
た
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
続
い
て
、
読
本

全
体
の
目
的
に
つ
い
て
、
第
一
期
『
尋
常
小
学
読
本
」
の
編
集
に
お

け
る
基
本
方
針
を
記
し
た
『
国
定
教
科
書
編
纂
趣
意
書
第
一
巻
』

二
、
明
治
三

0
年
代
の
対
話
体
教
材

③
 
② ① 

①
発
音
ノ
教
授
ヲ
出
発
点
ト
シ
テ
、
児
童
ノ
学
習
シ
易
キ
片
仮

名
ヨ
リ
入
リ
（
中
略
）
②
文
章
ハ
ロ
語
ヲ
多
ク
シ
用
語
ハ
主
ト

シ
テ
東
京
ノ
中
流
社
會
二
行
ハ
ル
ル
モ
ノ
ヲ
取
リ
カ
ク
テ
國
語

ノ
標
準
ヲ
知
ラ
シ
メ
其
統
一
ヲ
務
ム
ル
ト
共
二
③
出
来
得
ル

タ
ケ
兒
童
ノ
日
常
使
用
ス
ル
言
語
ノ
中
ヨ
リ
用
語
ヲ
取
リ
テ
談

話
の
綴
リ
方
ノ
應
用
二
適
セ
シ
メ
タ
リ
又
成
ル
ヘ
ク
段
落
ヲ
短

(
7
)
 

ク
シ
テ
教
授
ノ
便
二
共
シ
タ
リ

要
約
す
る
と
、
読
本
の
指
示
・
目
的
と
し
て
以
下
の
三
点
が
挙
げ
ら

れ
る
。

第
一
学
年
で
は
、
発
音
を
教
え
る
こ
と
を
出
発
点
と
す
る
こ
と

東
京
の
中
流
社
会
の
言
葉
を
使
用
し
た
口
語
の
文
章
を
用
い
、

こ
れ
が
標
準
と
な
る
よ
う
に
教
え
る
こ
と

で
き
る
限
り
児
童
が
日
常
的
に
使
用
す
る
言
葉
の
中
か
ら
用
語

を
選
択
し
て
教
え
る
こ
と

明
治
初
期
か
ら
中
期
ま
で
日
本
に
標
準
語
は
存
在
せ
ず
、
話
し
言
葉

に
は
地
域
ご
と
の
方
言
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
男
女
間
、
社

会
的
な
地
位
に
よ
っ
て
言
葉
遣
い
も
異
な
っ
て
お
り
、
明
治
三

0
年

の
以
下
の
部
分
に
注
目
し
た
い
。
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日
本
の
近
代
教
育
は
、
明
治
五
年
に
学
制
が
発
布
さ
れ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
と
し
て
始
ま
っ
た
。
日
本
で
初
め
て
の
小
学
校
も
こ
の
制

度
の
も
と
に
誕
生
し
、
明
治
八
年
に
は
全
国
に
二
万
四
千
二
百
二
十

(
8
)
 

五
校
の
小
学
校
が
存
在
し
た
。
文
部
省
は
小
学
校
の
教
員
養
成
の
た

め
に
、
明
治
五
年
、
日
本
で
初
め
て
の
小
学
校
教
員
養
成
機
関
で
あ

る
「
師
範
学
校
」
を
開
校
し
た
。
師
範
学
校
は
後
に
東
京
師
範
学

(
9
)
 

校
、
東
京
高
等
師
範
学
校
な
ど
と
名
前
を
変
え
る
。
東
京
高
等
師
範

学
校
附
属
小
学
校
は
、
明
治
六
年
に
当
時
の
師
範
学
校
の
附
属
小
学

校
と
し
て
設
立
さ
れ
、
設
立
当
時
は
、
師
範
学
校
の
生
徒
が
授
業
の

一
、
東
京
高
等
師
範
学
校
附
属
小
学
校
と
雑
誌
『
教
育
研
究
」

代
以
降
、
こ
れ
ら
を
統
一
さ
せ
る
た
め
の
政
策
な
ど
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
。
こ
こ
で
挙
げ
た
国
語
読
本
の
趣
意
書
の
内
容
も
、
当
時

の
そ
の
よ
う
な
風
潮
が
背
景
の
―
つ
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ

の
よ
う
な
事
情
を
考
慮
す
る
と
、
二
人
以
上
の
登
場
人
物
が
会
話
す

る
形
式
を
持
つ
対
話
体
教
材
が
、
編
纂
趣
意
書
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る

目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
有
用
な
教
材
と
し
て
積
極
的
に
取
り
入
れ

ら
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

第
二
章

東
京
高
等
師
範
学
校
附
属
小
学
校
に
見
る

対
話
体
教
材
の
使
用
例

実
践
を
練
習
す
る
場
所
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
が
、
後
に
、
(10) 

「
他
の
小
学
校
の
模
範
を
示
す
こ
と
」
を
目
的
と
す
る
に
至
っ
た
。

つ
ま
り
、
東
京
高
等
師
範
学
校
附
属
小
学
校
は
、
最
も
権
威
の
あ
る

官
立
の
師
範
学
校
の
附
属
小
学
校
と
し
て
、
他
の
小
学
校
に
教
授
法

の
模
範
を
示
す
立
場
で
あ
っ
た
。

国
定
教
科
書
が
初
め
て
発
行
さ
れ
た
明
治
三
七
年
、
当
時
の
主
事

小
泉
又
一
ほ
か
、
二
七
名
に
よ
り
、
「
も
っ
ぱ
ら
内
外
初
等
教
育
の

理
論
お
よ
び
実
際
に
つ
い
て
研
究
し
、
わ
が
国
初
等
教
育
の
改
善
進

(11) 

歩
を
図
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
、
初
等
教
育
研
究
会
が
創
設
さ
れ

た
。
そ
の
機
関
雑
誌
と
し
て
、
同
年
四
月
一
日
に
月
刊
誌
『
教
育
研

究
』
が
創
刊
さ
れ
、
以
降
、
昭
和
一
六
年
に
、
第
二
次
世
界
大
戦
に

伴
う
国
際
情
勢
の
変
化
に
よ
っ
て
廃
刊
に
至
る
ま
で
、
計
五
二
六
号

(12) 

が
発
行
さ
れ
た
。
『
教
育
研
究
』
は
、
会
員
の
発
表
を
主
と
す
る
機

関
誌
で
あ
る
た
め
、
そ
の
原
稿
は
、
原
則
と
し
て
会
員
で
あ
る
東
京

高
等
師
範
学
校
附
属
小
学
校
の
訓
導
（
小
学
校
の
教
員
）
が
執
筆
し
て

い
た
。
ま
た
、
会
員
は
、
各
地
の
教
育
研
究
会
に
赴
き
、
そ
の
研
究

内
容
を
発
表
す
る
な
ど
、
広
く
初
等
教
育
の
参
考
と
な
る
よ
う
努
め

(13) 

て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
東
京
高
等
師
範
学
校
附
属
小
学

校
の
機
関
雑
誌
B

教
育
研
究
』
に
は
、
全
国
の
小
学
校
の
模
範
と
な

る
よ
う
、
授
業
の
詳
細
や
、
教
員
の
論
考
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
こ
こ
か
ら
は
、
『
教
育
研
究
』
よ
り
対
話
体
教
材
の
実

践
例
を
確
認
し
、
明
治
三

0
年
代
当
時
の
初
等
教
育
に
お
い
て
対
話
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五、六、七、¥‘ J 
四、 、、、

体
教
材
が
ど
の
よ
う
な
位
置
付
け
で
あ
っ
た
の
か
を
、
明
ら
か
に
す

る
手
が
か
り
と
す
る
。

二
、
対
話
体
教
材
の
学
芸
会
で
の
使
用
例

明
治
三

0
年
代
後
半
、
主
に
父
兄
に
対
す
る
学
問
の
成
果
発
表
の

場
と
し
て
学
芸
会
が
始
ま
っ
た
。
そ
の
内
容
は
会
に
よ
っ
て
様
々
で

あ
る
が
、
一
般
的
に
、
児
童
が
学
習
の
成
果
を
保
護
者
に
向
け
て
発

表
す
る
目
的
で
、
唱
歌
、
作
文
朗
読
、
談
話
、
読
本
朗
読
が
主
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
内
容
と
な
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
左
に
示
す
の
は
、
明
治
三

(14) 

九
年
七
月
七
日
に
行
わ
れ
た
学
芸
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

尋
常
科
學
藝
會
次
第
（
明
治
三
十
九
年
七
月
七
日
）

職
員
生
徒
入
場

一
同
敬
穏

主
事
開
會
の
辞

唱
歌
(
―
一
宮
金
次
郎
）
…
…
•
•
三
ノ
尋
―
―
―
（
木
内
外
四
人
）

作
文
朗
讀
…
…
…
…
•
…
•
一
ノ
尋
四
一
人
（
原
）

談
話
…
…
…
…
…
…
…
•
•
ニ
ノ
尋
四
一
人
（
上
田
）

仝
上
…
…
…
…
…
…
…
•
•
一
ノ
尋
二
（
加
藤
、
樋
山
）

唱
歌
（
小
川
）
…
…
…
…
…
一
ノ
尋
二
（
齋
藤
外
四
人
）

九
、
讀
本
朗
讀
…
…
…
…
•
•
…
ニ
ノ
尋
二
（
砂
澤
、
嘉
雨
）

+
、
談
話
…
…
…
…
…
…
…
•
•
一
ノ
尋
三
（
宮
下
）

十
一
、
作
文
朗
讀
…
…
…
…
…
•
ニ
ノ
尋
―
―
-
（
芦
田
）

―
二
、
唱
歌
（
兎
と
鎚
）
…
…
…
•
•
ニ
ノ
尋
一
（
全
腔
）

一
三
、
教
員
の
談
話
：
·
：
·
…
…
•
宮
田
、
水
戸
部

一
四
、
唱
歌
（
一
寸
法
師
）
…
…
…
一
ノ
尋
一
（
全
餞
）

一
五
、
作
文
朗
讀
…
…
…
…
…
•
一
ノ
尋
二
（
飯
田
、
岡
山
）

一
六
、
談
話
…
…
…
…
…
…
…
・
ニ
ノ
尋
二
（
内
田
、
後
藤
）

一
七
、
唱
歌
（
夏
は
束
ぬ
）
…
…
…
一
ノ
尋
四
（
西
原
外
四
人
）

一
八
、
談
話
：
·
…
…
…
…
…
…
•
一
ノ
尋
一
（
宇
科
木
、
梅
岡
）

一
九
、
仝
て
い
ね
い
な
こ
と
ば
…
•
ニ
ノ
尋
一
（
富
井
、
小
池
、
須
永
）

二
〇
、
唱
歌
（
螢
）
…
…
…
…
…
•
ニ
ノ
尋
二
（
全
謄
）

二
―
‘
讀
本
朗
讀
…
…
…
…
…
一
ノ
尋
二
（
寺
田
、
吾
妻
）

二
二
、
教
員
の
批
評
：
・
…
…
・
・
：
上
田

二
三
、
讀
本
朗
讀
…
…
…
…
…
•
一
ノ
尋
三
（
石
本
外
廿
人
）

ニ
四
、
唱
歌
（
夕
立
）
…
…
…
…
•
一
ノ
尋
＝
―
（
全
饉
）

二
五
、
讀
本
朗
讀
：
·
…
…
…
…
•
ニ
ノ
尋
三
（
伊
藤
外
四
人
）

二
六
、
仝
…
…
…
…
…
…
…
…
一
ノ
尋
四
（
野
田
外
五
人
）

二
七
、
唱
歌
（
汽
車
）
…
…
…
…
•
ニ
ノ
尋
三
四
（
全
腟
）

ニ
八
、
教
員
の
談
話
…
…
…
…
・
阿
部
、
粟
野
、
相
馬

二
九
、
休
憩
（
茶
菓
を
給
す
）

三
〇
、
唱
歌
（
池
に
金
魚
）
…
…
…
一
ノ
尋
二
（
全
骰
）
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一
部
尋
―
―
一
の
読
本
朗
読
と
、
唱
歌
（
夕
立
）
全
腔
の
引

き
っ
、
き
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
今
日
の
學
藝
會
の
花
で
あ
っ

た
。
朗
読
の
個
所
は
、
第
十
六
雷
の
お
ち
た
話
と
い
ふ
と
こ
ろ

次
に
、

三
一
、
談
話
…
…
…
…
…
…
…
•
一
ノ
尋
四
（
足
立
）

＝
三
、
作
文
朗
讀
：
…
…
…
…
•
ニ
ノ
尋
四
（
松
平
外
七
人
）

三
―
―
-
、
唱
歌
（
兵
た
い
）
：
·
·
…
…
•
一
ノ
尋
一
（
諸
手
外
二
人
）

三
四
、
談
話
…
…
…
…
…
…
…
•
一
ノ
尋
三
（
烏
居
）

三
五
、
作
文
朗
讀
…
•
•
…
…
…
•
•
ニ
ノ
尋
二
（
増
田
）

三
六
、
唱
歌
（
甲
、
雲
雀
、
乙
、
小
楠
公
）

…
…
…
…
…
•
一
ノ
尋
四
（
全
橿
）

三
七
、
教
員
の
批
評
：
·
…
…
…
•
北
垣

三
八
、
唱
歌
（
金
剛
石
）
…
…
・
・
・
・
・
全
骰

三
九
、
主
事
閉
會
の
辞

四
0
、
一
同
敬
種

四
一
、
職
員
生
徒
順
次
退
散

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
に
「
対
話
」
と
い
う
文
言
は
出
て
こ
な
い

が
、
尋
常
科
の
学
芸
会
の
内
容
を
紹
介
し
て
い
る
小
薩
生
は
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
ニ
三
番
か
ら
二
五
番
の
三
年
生
に
よ
る
読
本
朗
読
と
唱
歌
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
お
り
、
対
話
体
教
材
を
使
用
し
て
い

る
様
子
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

で
、
そ
の
間
に
、
そ
の
前
課
の
夕
立
の
唱
歌
を
割
っ
た
の
で
あ

っ
た
、
ま
づ
そ
の
兒
童
の
配
置
方
か
ら
い
つ
て
み
る
と
、
正
面

に
は
二
十
名
の
兒
童
が
二
列
に
な
ら
ん
で
、
そ
の
袖
に
、
十
人

づ
、
が
こ
れ
も
二
列
に
む
き
あ
っ
て
ゐ
る
。
地
の
文
は
、
正
面

の
兒
童
が
暗
誦
で
よ
み
た
て
る
と
、
左
の
十
人
が
友
吉
に
な

り
、
右
の
十
人
が
和
助
に
な
っ
て
、
台
詞
を
い
ふ
。
が
や
う
に

し
て
、
地
の
文
の
光
景
に
適
し
た
時
に
、
そ
れ
に
相
應
す
る
説

の
歌
詞
を
合
唱
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
愛
化
多
く
、
お
も
し
ろ

(15) 

く
て
、
ま
る
で
圏
十
郎
の
勧
進
帳
を
見
る
お
も
ひ
が
し
た
。

読
本
朗
読
に
使
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
『
尋
常
小
学
読
本
五
』
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
「
雷
の
お
ち
た
話
。
」
で
あ
る
。
約
五
ペ
ー
ジ
の

対
話
体
教
材
で
、
一
っ
前
に
は
、
「
夕
立
。
」
と
い
う
唱
歌
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
あ
ら
す
じ
は
、
友
吉
と
い
う
、
先
生
の
話
を
よ
く
聞
く

児
童
と
、
和
助
と
い
う
、
い
た
ず
ら
好
き
の
児
童
が
雷
を
伴
う
大
雨

に
あ
い
、
和
助
が
古
向
い
木
の
下
に
隠
れ
た
と
こ
ろ
、
友
吉
が
、
「
先

生
が
、
雷
が
な
っ
て
い
る
時
は
、
高
い
木
の
下
に
な
ど
行
っ
て
は
な

ら
ん
と
お
っ
し
や
っ
た
」
と
和
助
を
連
れ
出
し
て
間
も
な
く
、
そ
の

木
を
雷
が
直
撃
し
、
和
助
は
、
友
吉
に
大
層
感
謝
し
、
先
生
の
話
も

(16) 

よ
く
聞
く
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
小
蘊
の
説
明
で

は
、
舞
台
中
央
に
二

0
人
の
児
童
が
二
列
に
並
び
、
対
話
文
で
な
い

地
の
文
を
暗
誦
し
、
対
話
文
を
、
そ
れ
ぞ
れ
左
右
に
並
ん
だ
一

0
人
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ず
つ
の
児
童
が
、
友
吉
と
和
助
に
な
っ
て
「
台
詞
を
言
う
」
と
い
う

形
式
で
発
表
が
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
地
の
文
の
光
景
を
示
す
よ

う
な
唱
歌
を
所
々
に
挟
み
な
が
ら
、
変
化
を
つ
け
た
演
出
に
な
っ
て

い
た
よ
う
だ
。
小
蓋
は
、
「
こ
れ
が
今
日
の
學
藝
會
の
花
で
あ
っ
た
。
」

と
言
っ
て
い
る
ほ
か
、
教
員
の
批
評
を
参
照
し
、
「
最
後
に
、
北
垣

訓
導
の
批
評
は
、
前
に
記
し
た
の
と
大
同
小
異
で
あ
る
。
劇
に
非
常

の
趣
味
を
有
す
る
氏
は
、
一
部
尋
三
の
か
け
あ
ひ
朗
読
、
唱
歌
を
大

(11) 

さ
う
ほ
め
た
て
た
。
」
と
い
う
記
録
も
残
し
て
お
り
、
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
、
学
芸
会
の
中
で
、
最
も
劇
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
発
表
の
様
子
か
ら
、
「
対
話
」
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
名
は
付
い

て
い
な
い
も
の
の
、
対
話
体
教
材
を
使
用
し
、
友
吉
や
和
助
役
の
児

童
が
登
場
し
た
り
、
唱
歌
を
挟
む
な
ど
、
「
ま
る
で
園
十
郎
の
勧
進

帳
を
見
る
お
も
ひ
が
し
た
。
」
や
「
劇
に
非
常
の
趣
味
を
有
す
る
氏

は
（
中
略
）
大
さ
う
ほ
め
た
て
た
。
」
と
い
う
評
価
を
受
け
る
な
ど
、

劇
的
な
工
夫
が
さ
れ
始
め
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。
学
芸
会
は
学
校

の
行
事
で
あ
り
、
一
般
的
に
日
頃
の
学
習
の
成
果
を
発
表
す
る
場
で

あ
っ
た
。
さ
ら
に
小
薩
の
説
明
に
よ
る
と
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
ニ
三
番
か

ら
二
五
番
に
は
少
な
く
と
も
四

0
人
も
の
児
童
が
出
演
し
て
お
り
、

通
常
の
授
業
に
お
い
て
も
、
劇
的
な
工
夫
が
さ
れ
た
指
導
が
あ
っ
た

可
能
性
は
大
い
に
考
え
ら
れ
る
。

赤
、
白
、
き
い
ろ
の
兄
弟
の
蝶
々
が
野
原
で
遊
ん
で
い
る

三
、
「
対
話
体
教
材
」

の
教
室
で
の
実
践
例

次
に
、
「
対
話
体
教
材
」
が
授
業
で
使
用
さ
れ
た
例
に
つ
い
て
、

東
京
高
等
師
範
学
校
附
属
小
学
校
の
訓
導
（
教
員
）
で
あ
っ
た
中
島

錐
三
郎
の
実
践
例
を
も
と
に
考
察
す
る
。
中
島
は
当
時
、
尋
常
小
四

年
生
（
九
1
-
0
オ
）
を
担
当
し
て
お
り
、
明
治
三
八
年
二
月
一
日
に

発
行
さ
れ
た
『
教
育
研
究
』
第
一
―
号
に
お
い
て
、
「
國
語
話
方
に

つ
い
て
」
と
題
し
た
論
考
を
掲
載
し
て
い
る
。
文
中
で
、
対
話
体
教

材
「
三
つ
の
ち
ょ
ー
ち
ょ
」
を
使
用
し
た
、
自
身
の
国
語
の
授
業
で

の
実
践
例
を
紹
介
し
て
い
る
。
「
三
つ
の
ち
ょ
ー
ち
ょ
」
は
、
『
尋
常

小
学
読
本
七
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
、
四
年
生
を
対
象
に
す
る
こ

と
を
想
定
さ
れ
た
教
材
で
、
約
五
ペ
ー
ジ
の
対
話
体
教
材
で
あ
る
。

『
尋
常
小
学
読
本
七
j

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
対
話
体
教
材
は
そ
れ

ぞ
れ
三
ペ
ー
ジ
か
ら
六
ペ
ー
ジ
な
の
で
、
短
く
も
な
く
長
く
も
な

い
、
中
間
の
分
量
で
あ
る
と
言
え
る
。
内
容
は
道
徳
的
で
、
野
原
で

蝶
々
が
遊
ん
で
い
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
、
親
し
み
や
す
い
設
定
で

あ
る
。
以
下
に
簡
単
に
あ
ら
す
じ
を
述
べ
る
。

「
三
つ
の
ち
ょ
ー
ち
ょ
」
あ
ら
す
じ
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(2) (1) 

と
、
雨
が
降
っ
て
き
た
た
め
家
に
帰
る
が
、
鍵
が
か
か
っ
て
お

り
羽
も
だ
ん
だ
ん
ぬ
れ
て
困
り
果
て
る
。
そ
こ
で
、
ば
ら
の
家

を
訪
ね
て
し
ば
ら
く
宿
を
貸
し
て
く
れ
る
よ
う
頼
む
こ
と
に
す

る
。
は
じ
め
に
赤
い
ば
ら
を
訪
ね
る
と
、
赤
い
ば
ら
は
「
白
い

か
た
と
き
い
ろ
い
か
た
と
に
は
、
か
さ
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

赤
い
か
た
は
わ
た
く
し
と
同
じ
色
で
す
か
ら
、
か
し
て
あ
げ
ま

せ
う
。
」
と
言
っ
た
た
め
、
赤
い
蝶
々
は
、
「
い
え
。
い
え
。
弟

を
ぬ
れ
さ
せ
て
お
い
て
、
ど
う
し
て
わ
た
し
ば
か
り
、
ら
く
が

で
き
ま
せ
う
。
し
か
た
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ほ
か
の
お
花
に
た
の

ん
で
み
ま
す
。
」
と
断
り
、
白
い
ば
ら
を
訪
ね
る
こ
と
に
す
る
。

白
い
ば
ら
も
同
様
、
白
い
蝶
々
だ
け
に
宿
を
貸
す
と
言
っ
た
た

め
、
断
っ
た
。
こ
れ
を
聞
い
て
い
た
お
日
様
が
、
良
い
兄
弟
だ

と
感
心
し
、
良
い
天
気
に
し
て
く
れ
た
の
で
、
三
匹
の
蝶
々
は

喜
ん
で
遊
ん
四
゜

中
島
の
実
践
例
を
簡
潔
に
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
形
式
で
授
業
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

〈
「
三
つ
の
ち
ょ
ー
ち
ょ
」
実
践
の
形
式
〉

内
容
形
式
の
教
授

太
陽
、
赤
蝶
、
白
蝶
、

赤
ば
ら
、

白
ば
ら
の
①
口
上
を
十
分

(19) 

図
二
「
三
つ
の
ち
ょ
ー
ち
ょ
」
実
践
例
ー
陣
形

(4) (3) 

畠

に
練
習
さ
せ
る

読
本
を
見
な
が
ら
、
各
自
の
机
の
そ
ば
に
直
立
し
た
ま
ま

で
、
五
人
の
②
問
答
を
行
う

図
に
示
す
よ
う
な
③
陣
形
を
取
り
、
④
演
習
さ
せ
る

赤
蝶
と
白
蝶

奥

左

か

ら

赤

ば

ら太
陽
白
ば
ら

（
ま
た
は
赤
ば
ら
）

（
ま
た
は
白
ば
ら
）
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三
ー
一
対
話
体
教
材
実
践
例
に
見
る
「
演
じ
る
」
の
意
味

こ
こ
か
ら
、
中
島
が
使
用
し
て
い
る
用
語
に
つ
い
て
考
察
し
な
が

ら
、
対
話
体
教
材
の
演
劇
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
傍
線
①
の

「
口
上
を
十
分
に
練
習
さ
せ
る
」
に
つ
い
て
中
島
は
、
以
下
の
よ
う

に
説
明
し
て
い
る
。

本
課
に
封
す
る
内
容
形
式
の
教
授
を
終
つ
た
後
、
太
陽
、
赤

蝶
、
白
蝶
、
赤
ば
ら
、
白
ば
ら
の
各
の
口
上
を
十
分
に
練
習
せ

し
め
る
の
で
あ
る
。
尤
も
圏
語
教
授
中
に
於
て
、
⑤
既
に
讀
本

に
あ
ら
は
れ
た
る
口
上
は
、
よ
く
覺
え
て
を
る
こ
と
で
あ
る
か

ら
、
此
の
時
は
な
る
べ
く
其
口
上
を
、
⑥
な
だ
ら
か
に
且
つ
面

白
く
演
じ
る
事
に
つ
い
て
、
兒
童
に
考
案
さ
せ
た
り
、
又
は
教

師
の
方
で
附
加
な
ど
を
し
て
や
っ
て
、
十
分
に
讀
本
の
材
料

(20) 

を
、
運
用
さ
せ
る
と
い
ふ
事
が
大
事
な
の
で
あ
る
。

傍
線
⑤
「
既
に
讀
本
に
あ
ら
は
れ
た
る
口
上
」
か
ら
、
「
口
上
」
は
、

「
教
材
に
あ
る
対
話
体
の
文
章
」
を
指
し
て
い
る
と
推
測
で
き
る
。

さ
ら
に
、
傍
線
⑥
「
な
だ
ら
か
に
且
つ
面
白
く
演
じ
る
事
に
つ
い

て
、
兒
童
に
考
案
さ
せ
た
り
、
又
は
教
師
の
方
で
附
加
な
ど
を
し
て

や
っ
て
、
十
分
に
讀
本
の
材
料
を
、
運
用
さ
せ
る
と
い
ふ
事
が
大
事

な
の
で
あ
る
。
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
傍
線
⑤
の
「
口
上
を

十
分
に
練
習
さ
せ
る
」
は
、
「
教
材
に
あ
る
対
話
体
の
文
章
を
、
な

だ
ら
か
に
且
つ
面
白
く
演
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
練
習
す
る
」

と
解
釈
で
き
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
「
演
じ
る
」
と
い
う

言
葉
が
ど
の
よ
う
な
意
図
で
使
用
さ
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
こ
と

だ
。
中
島
の
論
考
で
は
、
「
発
表
」
「
演
説
」
「
話
さ
せ
る
」
な
ど
の

言
葉
は
多
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
「
な
だ
ら
か
に
且
つ
面

白
く
発
表
す
る
」
「
な
だ
ら
か
に
且
つ
面
白
く
演
説
す
る
」
「
な
だ
ら

か
に
且
つ
面
白
く
話
す
」
で
は
な
く
、
あ
え
て
「
演
じ
る
」
と
い
う

言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
「
演
じ
る
」
と
い
う
言
葉
が

用
い
ら
れ
る
の
は
、
こ
の
部
分
と
、
配
役
（
中
島
は
「
配
合
」
と
し
て

い
る
）
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
箇
所
、
「
圏
に
示
し
た
様
に
男
女
を

入
れ
交
ぜ
て
、
演
ぜ
し
め
る
こ
と
は
尤
も
必
要
で
あ
る
」
の
ニ
カ
所

に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
具
体
的
に
「
演
じ
る
」
と
い
う
言
葉
を
ど
の

よ
う
な
意
図
で
使
用
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
手
が
か
り
と
し
て
、
論
考
中
に
中
島
が
参
照
し
て
い
る
『
圃

語
教
授
撮
要
』
を
参
考
に
し
た
い
。
『
國
語
教
授
撮
要
』
は
、
当
時

同
校
訓
導
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
佐
々
木
吉
三
郎
の
著
書
で
、
明
治

三
五
年
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。
佐
々
木
吉
三
郎
は
、
訓
導
を
経
て
東

京
高
等
師
範
学
校
の
教
授
を
歴
任
し
、
多
く
の
著
書
を
残
し
た
他
、

ド
イ
ツ
に
留
学
後
に
東
京
高
等
師
範
学
校
附
属
小
学
校
の
主
事
も
務

め
た
人
物
で
あ
る
。
中
島
は
論
考
中
、
「
話
方
の
目
的
以
下
取
扱
方

法
に
於
て
は
、
徒
ら
に
貴
重
の
紙
面
を
塞
ぐ
よ
り
も
、
國
語
撮
要
の

(21) 

一
讀
に
十
分
の
債
値
を
認
め
る
の
で
あ
る
」
と
記
し
て
お
り
、
「
話
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し
方
教
授
法
」
に
つ
い
て
佐
々
木
の
論
を
支
持
し
て
い
る
様
子
が
分

か
る
。
以
下
に
、
佐
々
木
が
話
し
方
の
目
的
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る

部
分
を
紹
介
す
る
。

話
し
方
の
目
的
は
、
吾
々
の
思
想
感
情
を
、
言
語
を
以
て
、

正
し
く
、
且
つ
、
巧
み
に
、
発
表
す
る
こ
と
を
、
練
習
せ
し
む

る
に
外
な
り
ま
せ
ぬ
、
つ
ま
り
、
綴
り
方
と
仝
じ
く
、
登
表
の

學
科
で
あ
っ
て
、
只
、
彼
れ
と
此
れ
と
異
な
る
と
こ
ろ
は
、
登

(22) 

表
の
形
式
を
文
字
に
候
る
と
、
言
語
に
か
る
と
に
あ
り
ま
す

こ
こ
で
佐
々
木
は
、
話
し
方
が
、
言
語
に
よ
る
発
表
を
目
的
と
し
て

い
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
発
表
の
形
式
に
つ
い
て
は
特
に
指
定

し
て
い
な
い
が
、
児
童
の
思
想
や
感
情
を
、
正
し
く
、
且
つ
、
巧
み

に
発
表
す
る
た
め
に
練
習
す
る
こ
と
が
話
し
方
教
授
に
お
い
て
重
要

で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
中
島
が
こ
の
佐
々
木
の
論
に
賛
同
し
て
い

る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
中
島
の
言
う
「
演
じ
る
」
は
、
発
表
す
る

こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
佐
々
木
は
、

「
正
し
く
、
且
つ
、
巧
み
に
発
表
す
る
」
と
は
ど
う
い
う
意
味
な
の

か
に
つ
い
て
、
話
し
方
の
熟
練
の
度
合
い
別
に
、
次
の
よ
う
に
分
類

し
、
説
明
し
て
い
る
。

(
-
）
機
械
的
話
し
方

(
-
）
機
械
的
話
し
方
、
（
二
）
論
理
的
話
し
方
、
に
つ
い
て
佐
々
木

の
論
を
簡
単
に
ま
と
め
る
と
、
「
機
械
的
話
し
方
」
は
「
話
の
内
容

と
話
し
方
の
形
式
が
明
確
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
た
め
に
起
こ
る
悪

い
例
」
で
あ
り
、
「
論
理
的
話
し
方
」
は
、
「
話
し
手
の
思
想
が
明
確

で
、
聞
き
手
が
十
分
に
そ
の
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

話
し
方
の
形
式
は
、
聞
き
手
を
感
動
さ
せ
る
に
は
不
十
分
で
あ
る
」

と
な
る
。
一
方
、
（
三
）
「
審
議
的
話
し
方
」
と
は
「
意
の
欲
す
る
所

に
従
っ
て
、
言
語
の
形
式
が
自
在
に
運
用
さ
れ
て
、
強
弱
緩
急
宜
し

き
を
得
、
聰
く
者
を
し
て
、
十
分
の
感
動
を
起
さ
し
む
る
も
の
で
あ

り
ま
す
」
と
し
、
話
し
方
教
授
と
は
、
「
審
議
的
話
し
方
」
を
理
想

(23) 

と
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
ど
の
話
し
方
に
お
い

て
も
、
聞
き
手
が
い
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
の
は
明
白
で
あ
る

が
、
佐
々
木
が
理
想
と
す
る
「
審
議
的
話
し
方
」
で
は
、
論
理
的
か

つ
明
確
に
話
す
だ
け
で
は
な
く
、
「
強
弱
や
緩
急
を
つ
け
、
聞
き
手

を
感
動
さ
せ
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
、
こ
こ
で
説
明
さ
れ
て
い
る
「
審
議
的
話
し
方
」
と
、
中
島
の
言

う
「
演
じ
る
」
は
必
ず
し
も
同
意
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
議

論
や
討
論
を
す
る
場
に
お
い
て
も
「
審
議
的
話
し
方
」
を
す
る
こ
と

は
想
定
で
き
る
し
、
聞
き
手
を
感
動
さ
せ
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
演

（
二
）
論
理
的
話
し
方

（
三
）
審
議
的
話
し
方
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じ
る
こ
と
に
直
結
し
な
い
。
一
方
で
、
こ
の
実
践
例
が
、
「
圃
語
話

方
に
つ
い
て
」
と
題
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
ば
ら
や
蝶
々
の
役
を

割
り
当
て
ら
れ
た
児
童
ら
が
、
「
な
だ
ら
か
に
且
つ
面
白
く
演
じ
る
」

と
説
明
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
こ
こ
で
い
う
「
演
じ

る
」
は
、
「
聞
き
手
を
楽
し
ま
せ
た
り
、
心
を
動
か
し
た
り
す
る
よ

う
に
、
役
と
し
て
割
り
当
て
ら
れ
た
対
話
体
の
文
章
を
、
強
弱
や
緩

急
を
つ
け
て
発
表
す
る
」
と
解
釈
で
き
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
使
用

さ
れ
て
い
る
「
演
じ
る
」
と
い
う
言
葉
か
ら
、
対
話
体
教
材
「
三
つ

の
ち
ょ
ー
ち
ょ
」
の
実
践
例
が
、
演
劇
的
な
要
素
を
含
ん
だ
教
授
法

で
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三
ー
ニ
対
話
体
教
材
実
践
例
に
見
る
「
問
答
」
の
意
味

次
に
、
傍
線
②
「
問
答
を
行
う
」
に
注
目
し
、
そ
の
意
味
に
つ
い

て
考
察
す
る
。
中
島
は
、
「
問
答
形
式
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に

説
明
し
て
い
る
。

教
壇
に
あ
る
一
人
の
兒
童
に
射
し
て
、
興
へ
ら
れ
た
る
教
材
に

つ
い
て
、
全
級
か
ら
登
問
を
為
し
、
若
し
答
解
が
不
明
で
あ
れ

ば
、
登
問
者
は
代
わ
っ
て
教
壇
上
で
答
解
を
為
し
、
順
次
か
く

し
て
輪
換
す
る
の
で
あ
る
。
且
又
答
辮
が
明
瞭
で
も
、
長
く
絹

(24) 

績
す
る
様
な
ら
ば
、
そ
こ
に
臨
機
の
処
置
を
と
る
の
で
あ
る
。

始
め
②
岡
が
定
ま
る
と
、
太
陽
の
合
圏
で
一
穏
し
て
話
を
始
め

つ
ま
り
、
児
童
一
人
を
教
壇
に
立
た
せ
、
教
材
に
つ
い
て
同
級
生
か

ら
質
問
を
さ
せ
、
教
壇
に
立
っ
て
い
る
児
童
は
質
問
に
答
え
て
い

き
、
答
え
が
不
明
瞭
、
ま
た
は
答
え
る
の
に
時
間
が
か
か
り
過
ぎ
て

し
ま
っ
た
場
合
、
次
の
児
童
に
変
わ
る
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

「
三
つ
の
ち
ょ
ー
ち
ょ
」
の
実
践
例
で
は
、
「
読
本
を
見
な
が
ら
、
各

(25) 

自
の
机
の
そ
ば
に
直
立
し
た
ま
ま
で
、
五
人
の
問
答
を
行
う
」
と

な
っ
て
い
る
の
で
、
児
童
一
人
が
教
壇
に
立
つ
代
わ
り
に
、
「
蝶
々

と
ば
ら
の
役
の
児
童
五
人
が
、
同
級
生
ま
た
は
教
師
か
ら
出
さ
れ
た

質
問
に
答
え
る
」
ま
た
は
、
「
蝶
々
と
ば
ら
の
役
の
児
童
五
人
が
、

そ
れ
ぞ
れ
質
問
し
あ
い
、
答
え
あ
う
」
こ
と
が
想
定
で
き
る
。
ど
ち

ら
に
し
て
も
、
蝶
々
と
ば
ら
役
の
児
童
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
に
な
り

き
っ
て
質
問
に
答
え
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
想
像

で
き
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
非
常
に
演
劇
的
な
稽
古
で
あ
る
と
言

え
る
が
、
こ
の
記
述
か
ら
の
み
だ
と
児
童
が
「
役
に
な
り
き
っ
て
い

る
」
と
は
言
い
切
れ
な
い
。

一
方
で
、
〈
「
三
つ
の
ち
ょ
ー
ち
ょ
」
実
践
の
形
式
〉
の
「
④
圏

に
示
す
よ
う
な
⑳
剛
豚
を
取
り
、
④
演
習
さ
せ
る
」
に
つ
い
て
説
明

さ
れ
て
い
る
以
下
の
部
分
に
注
目
す
る
と
、
中
島
が
ど
の
よ
う
な
意

図
を
も
っ
て
「
問
答
」
と
い
う
言
葉
を
使
用
し
て
い
る
の
か
が
、
よ

り
明
確
に
見
え
て
く
る
。
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る
の
で
あ
る
。
⑧
最
初
赤
蝶
と
白
蝶
と
は
、
各
自
の
席
で
互
に

向
ひ
合
っ
て
、
天
氣
の
よ
い
事
、
野
原
の
遊
の
面
白
き
事
、
遠

か
に
雨
模
様
に
な
っ
て
来
た
事
、
大
雨
に
犯
さ
れ
て
飛
べ
な
い

事
、
休
憩
所
の
考
案
の
事
、
な
ど
の
問
答
を
さ
せ
て
、
⑨
渕
コ

人
は
相
伴
う
て
、
赤
ー
ら
を
訪
ね
て
、
こ
、
で
赤
は
ら
と
赤
蝶

の
問
答
を
さ
せ
、
次
に
は
白
蝶
の
先
頭
で
、
白
ば
ら
を
訪
ね

て
、
こ
A

で
又
二
人
の
問
答
を
さ
せ
、
最
後
に
⑩
赤
白
の
二
蝶

が
太
陽
の
前
に
行
っ
て
、
二
證
を
す
る
と
、
⑪
太
陽
は
本
文
の

言
葉
に
柳
か
附
加
を
し
て
、
こ
、
で
一
場
の
演
説
を
す
る
の
で

あ
る
。
太
陽
の
演
説
が
終
わ
る
と
、
太
陽
の
合
圏
で
一
同
が
敬

(26) 

證
を
し
て
、
そ
れ
で
終
を
告
げ
る
の
で
あ
る
。

ま
ず
傍
線
③
の
「
陣
形
」
は
、
図
に
示
す
よ
う
に
蝶
々
や
ば
ら
の
役

の
児
童
ら
が
位
置
を
取
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
立
ち
位
置
」
と
解

釈
す
る
。
次
に
、
傍
線
⑦
の
「
席
」
は
、
こ
れ
も
「
立
ち
位
置
」
と

解
釈
で
き
る
が
、
「
陣
形
」
よ
り
も
よ
り
個
人
的
な
立
ち
位
置
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
傍
線
⑧
「
最
初
赤
蝶
と
白
蝶
と
は
、
各
自
の
席
で

互
に
向
ひ
合
っ
て
、
天
氣
の
よ
い
事
、
野
原
の
遊
の
面
白
き
事
、
遠

か
に
雨
模
様
に
な
つ
て
来
た
事
、
大
雨
に
犯
さ
れ
て
飛
べ
な
い
事
、

休
憩
所
の
考
案
の
事
、
な
ど
の
問
答
を
さ
せ
て
」
の
部
分
は
、
教
材

本
文
で
は
以
下
の
よ
う
な
記
述
に
な
っ
て
い
る
。

赤
、
白
、
き
い
ろ
の
三
つ
の
ち
ょ
ー
ち
ょ
が
あ
り
ま
し
た
。

あ
る
、
暖
い
日
に
、
野
原
で
、
お
も
し
ろ
く
、
遊
ん
で
ゐ
ま
し

た
。
花
か
ら
花
へ
、
ひ
ら
ひ
ら
と
、
ま
っ
て
ゐ
ま
し
た
。
と
こ

ろ
へ
、
に
は
か
に
、
雨
が
ふ
っ
て
き
ま
し
た
。
ち
ょ
ー
ち
ょ

は
、
う
ろ
た
へ
て
、
う
ち
に
、
蹄
り
ま
し
た
。
蹄
り
ま
し
た

が
、
戸
が
し
ま
っ
て
ゐ
ま
し
た
。
か
ぎ
も
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
羽
は
だ
ん
だ
ん
、
ぬ
れ
て
き
ま
す
。

ち
ょ
ー
ち
ょ
は
、
こ
ま
っ
て
、
赤
い
ば
ら
の
う
ち
を
た
づ
ね
ま

（力）

し
た
。

本
文
で
は
、
天
気
が
い
い
事
、
野
原
で
の
遊
び
が
面
白
い
事
、
雨
が

ふ
っ
て
き
た
事
、
羽
が
濡
れ
て
困
っ
て
し
ま
っ
た
事
、
赤
い
ば
ら
の

う
ち
を
訪
ね
る
事
が
文
章
で
記
さ
れ
て
い
る
が
、
対
話
文
と
し
て
は

記
述
さ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
「
演
習
を
す
る
」
に
あ
た
っ
て
は
、

児
童
が
役
に
な
り
き
っ
て
与
え
ら
れ
た
議
題
に
つ
い
て
自
然
発
生
的

に
会
話
を
交
わ
す
か
、
あ
ら
か
じ
め
児
童
や
教
師
に
よ
っ
て
あ
る
程

度
考
え
ら
れ
た
口
上
を
交
わ
す
か
の
ど
ち
ら
か
が
想
定
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
読
本
を
見
な
が
ら
、
各
自
の
机
の
そ
ば
に
直
立

し
た
ま
ま
で
、
五
人
の
問
答
を
行
う
」
の
例
と
、
「
最
初
赤
蝶
と
白

蝶
と
は
、
各
自
の
席
で
互
に
向
ひ
合
っ
て
、
天
氣
の
よ
い
事
、
野
原

の
遊
の
面
白
き
事
、
遠
か
に
雨
模
様
に
な
っ
て
来
た
事
、
大
雨
に
犯

さ
れ
て
飛
べ
な
い
事
、
休
憩
所
の
考
案
の
事
、
な
ど
の
問
答
を
さ
せ
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て
」
の
二
つ
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
教
材
に
す
で
に
記
さ
れ
て
い
る

対
話
文
を
読
む
だ
け
で
な
く
、
役
に
な
り
き
っ
て
質
問
に
答
え
た

り
、
会
話
を
交
わ
し
あ
っ
た
り
す
る
な
ど
、
演
劇
性
を
持
っ
た
教
授

法
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三
ー
三
対
話
体
教
材
実
践
例
に
見
る
「
教
材
の
劇
化
」

こ
の
よ
う
に
実
践
例
を
見
て
い
く
と
、
教
材
を
た
だ
読
ん
だ
り
、

対
話
文
を
用
い
て
話
し
た
り
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
教
授
法
に

は
演
劇
的
な
側
面
が
あ
っ
た
と
言
え
る
。
そ
こ
で
最
後
に
、
中
島
の

実
践
例
は
「
教
材
の
劇
化
」
で
あ
る
と
言
え
る
の
か
に
つ
い
て
考
察

し
た
い
。
平
成
一
三
年
に
発
行
さ
れ
た
、
『
国
語
教
育
辞
典
』
で
は
、

学
習
活
動
と
劇
化
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
（
本

文
中
の
「
＇
」
を
「
、
」
に
、
「
．
」
を
「
。
」
に
置
き
換
え
て
記
述
）

一
般
的
に
は
小
説
や
物
語
な
ど
の
一
部
、
ま
た
は
全
部
を
演

劇
形
式
に
再
現
す
る
こ
と
を
言
う
。
な
お
、
こ
の
手
法
を
さ
ま

ざ
ま
に
工
夫
し
て
使
う
場
合
、
作
品
の
理
解
を
含
め
学
習
の
効

果
が
い
っ
そ
う
深
ま
る
と
い
う
ね
ら
い
が
あ
る
。
特
に
国
語
学

習
で
の
劇
化
は
、
そ
の
対
象
と
な
る
作
品
を
音
声
化
（
せ
り
ふ
）
、

動
作
化
（
身
ぶ
り
、
演
技
）
す
る
こ
と
で
、
作
品
の
主
題
や
内
容

を
よ
り
具
体
的
に
身
近
に
引
き
寄
せ
、
理
解
す
る
学
習
活
動
に

(28) 

な
る
。

中
島
の
実
践
例
で
は
、
「
教
材
に
あ
る
対
話
体
の
文
章
を
、
な
だ
ら

か
に
且
つ
面
白
く
演
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
練
習
す
る
」
試
み

が
な
さ
れ
て
お
り
、
対
象
と
な
る
作
品
の
対
話
文
を
声
に
出
し
て
練

習
し
て
い
る
た
め
、
音
声
化
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
傍
線
⑩
「
赤
白
の
二
蝶
が
太
陽
の
前
に
行
っ
て
、
二
證

(II

一
礼
）
を
す
る
」
で
は
、
図
に
あ
っ
た
陣
形
か
ら
、
位
置
を
移
動
す

る
、
礼
を
す
る
、
と
い
う
動
き
が
あ
る
事
が
分
か
る
。
ど
ち
ら
も
教

材
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
動
き
で
あ
る
た
め
、
「
演
習
さ
せ
る
」
に

あ
た
り
、
教
師
ま
た
は
児
童
の
発
案
に
よ
っ
て
、
事
前
に
決
め
ら
れ

た
動
き
で
あ
る
と
推
定
で
き
、
教
材
の
再
現
に
と
ど
ま
ら
な
い
演
技

性
が
見
ら
れ
る
。
次
に
、
音
声
化
、
動
作
化
し
た
こ
と
で
、
「
作
品

の
主
題
や
内
容
を
よ
り
具
体
的
に
身
近
に
引
き
寄
せ
、
理
解
す
る
学

習
活
動
」
に
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。
中

島
は
「
三
つ
の
ち
ょ
ー
ち
ょ
」
の
教
材
を
使
用
す
る
に
あ
た
り
「
一

罷
本
文
は
擬
人
憫
の
文
章
で
あ
る
。
擬
人
罷
と
す
れ
ば
、
先
づ
人
間

(29) 

界
に
あ
り
さ
う
な
事
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
」
と
し
、
一
部
改
作

し
た
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
改
作
し
た
部
分
は
、
冒
頭
の
「
雨
が

降
っ
た
た
め
家
に
帰
っ
た
ら
鍵
が
か
か
っ
て
い
た
た
め
、
友
人
の
所

に
し
ば
ら
く
寄
せ
て
も
ら
う
」
と
い
う
部
分
で
、
改
作
の
理
由
は
、

子
ど
も
が
こ
の
よ
う
な
行
動
を
と
る
の
は
あ
ま
り
に
も
不
自
然
で
あ

る
た
め
だ
と
述
べ
て
い
る
。
現
代
で
は
、
鍵
っ
子
と
呼
ば
れ
る
子
ど

も
達
が
、
鍵
を
忘
れ
て
家
に
入
れ
な
い
、
と
い
う
状
況
は
容
易
に
想
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像
で
き
る
が
、
明
治
三

0
年
後
期
に
は
、
ほ
と
ん
ど
の
家
で
母
親
か

家
族
が
子
ど
も
の
帰
り
を
待
っ
て
い
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
り
、
子

ど
も
が
婦
っ
た
時
に
鍵
が
か
か
っ
て
い
て
家
に
入
れ
な
い
と
い
う
様

な
状
況
は
あ
り
え
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
改
作
後
は
、
「
野
原
で
急

雨
に
あ
っ
て
、
家
に
蹄
る
に
は
途
が
遠
い
し
、
そ
れ
か
と
い
つ
て
、

傘
の
用
意
は
な
し
、
羽
は
だ
ん
（
ぬ
れ
て
飛
べ
な
い
様
に
な
る
か

(30) 

ら
、
つ
い
近
所
の
友
人
の
赤
ば
ら
を
訪
ふ
た
」
と
な
っ
て
お
り
、
当

時
の
子
ど
も
の
行
動
に
よ
り
近
い
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
改
作

内
容
か
ら
、
対
話
体
教
材
を
「
演
習
さ
せ
る
」
上
で
、
児
童
が
よ
り

身
近
に
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
設
定
を
行
っ
た
こ
と
が
窺
い
知

れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
児
童
の
教
材
に
対
す
る
内
容
理
解
を
促
す
学
習

活
動
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

最
後
に
、
「
三
つ
の
ち
ょ
ー
ち
ょ
」
の
実
践
例
が
、
「
劇
」
で
あ
っ

た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
現
在
で
は
、
学
校
で

子
ど
も
が
演
じ
る
劇
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
種
類
が
紹
介
さ
れ
て
い

る
が
、

H
本
児
童
演
劇
協
会
評
議
員
な
ど
を
務
め
、
「
学
校
制
十
―
―

カ
月
』
な
ど
の
著
書
を
持
つ
永
井
鱗
太
郎
は
、
『
学
校
劇
図
説
』
に

お
い
て
学
校
劇
の
一
種
類
と
し
て
「
教
室
劇
と
講
堂
劇
」
を
次
の
よ

う
に
紹
介
し
て
い
る
。
（
本
文
中
の
「
＇
」
を
「
、
」
に
置
き
換
え
て
記
述
）

教
室
劇
と
い
う
の
は
、
講
堂
劇
に
た
い
し
て
呼
ば
れ
る
一
っ

の
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
。
講
堂
劇
と
い
え
ば
、
学
芸
会
を
思
い
だ

す
で
あ
ろ
う
。
講
堂
で
お
こ
な
わ
れ
る
学
芸
会
の
劇
は
、
す
べ

て
講
堂
劇
で
あ
る
。
講
堂
劇
は
、
広
い
舞
台
で
、
多
数
の
観
客

を
対
象
と
し
て
上
演
さ
れ
る
。
し
か
も
そ
の
観
客
層
は
、
低
学

年
あ
り
、
高
学
年
あ
り
、
さ
ら
に
父
兄
も
あ
っ
て
、
そ
の
層
が

多
種
多
様
に
わ
た
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
反
し
て
教
室
劇
は
、
教

室
内
で
お
こ
な
わ
れ
る
劇
で
、
舞
台
は
せ
ま
く
、
観
客
も
少
数

で
、
そ
の
層
は
同
じ
学
年
で
あ
る
。
ま
た
講
堂
劇
は
、
学
校
劇

の
ひ
の
き
舞
台
と
し
て
、
完
成
さ
れ
た
劇
を
演
じ
て
見
せ
る
も

の
で
あ
る
が
、
教
室
劇
は
こ
れ
に
た
い
し
て
、
見
せ
る
こ
と
に

は
そ
れ
ほ
ど
重
点
を
お
か
ず
、
未
完
成
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う

と
、
自
ら
演
ず
る
こ
と
そ
れ
自
身
に
目
的
を
も
っ
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
学
習
劇
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
、
こ
の
教
室
劇
に
ぞ

(31) 

く
す
る
と
い
え
よ
う
。

「
三
つ
の
ち
ょ
ー
ち
ょ
」
は
、
学
芸
会
で
上
演
さ
れ
た
わ
け
で
は
な

く
、
教
室
内
で
、
教
材
を
使
用
し
て
児
童
同
士
が
演
じ
る
側
と
な

り
、
見
る
側
と
な
っ
て
教
材
の
内
容
を
よ
り
身
近
に
理
解
す
る
た
め

に
実
践
さ
れ
た
。
そ
の
実
践
報
告
に
お
い
て
「
劇
」
と
い
う
言
葉
は

一
度
も
使
用
さ
れ
て
い
な
い
が
、
「
自
ら
演
ず
る
こ
と
そ
れ
自
身
に

目
的
を
も
っ
て
い
る
」
と
い
う
点
で
、
「
教
室
劇
」
で
あ
っ
た
と
言

え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
中
島
は
、

こ
の
よ
う
な
形
式
の
授
業
へ
の
、

児
童
の
興
味
に
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（
前
略
）
如
何
な
る
時
を
問
は
ず
、
凡
て
教
壇
に
立
つ
て
演
述
す

る
事
は
、
一
般
の
兒
童
が
餘
り
多
く
喜
ば
な
い
様
な
傾
き
を
持

っ
て
居
る
様
で
あ
る
。
こ
れ
は
強
ち
兒
童
に
限
ら
ず
、
公
衆
の

前
に
話
の
出
来
な
い
と
い
ふ
事
は
、
我
園
の
園
振
で
あ
る
様
に

も
考
へ
ら
れ
る
が
、
（
中
略
）
今
―
つ
困
難
な
の
は
、
劣
等
兒
で

し
か
も
臆
病
な
者
で
あ
る
。
（
中
略
）
教
師
は
｛
貫
に
氣
長
に
、
し

か
も
後
日
の
為
だ
と
思
っ
て
、
少
し
も
時
間
を
惜
し
ま
な
い

で
、
其
兒
童
の
為
目
に
、
時
間
を
割
愛
し
て
、
或
は
温
顔
に
績

く
に
温
言
を
以
て
し
、
時
に
或
は
強
硬
に
出
で
な
ど
し
て
、
或

は
す
か
し
、
或
は
た
ら
し
、
た
と
ひ
五
分
若
し
く
は
十
分
時
を

(32) 

費
や
し
て
も
、
之
を
教
壇
に
上
が
ら
し
め
る
の
で
あ
る
。

こ
の
記
述
か
ら
は
、
発
表
の
出
来
の
良
し
悪
し
や
結
果
で
は
な
く
、

児
童
が
発
表
に
参
加
す
る
事
を
重
要
視
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え

る
。
明
治
三

0
年
代
に
、
「
教
室
劇
」
と
い
う
言
葉
は
存
在
し
て
い

な
か
っ
た
が
、
中
島
の
実
践
が
教
室
劇
の
特
徴
を
持
っ
て
い
た
事
は

間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
に
、
明
治
―
―

1
0年
代
の
初
等
教
育
に
お
い
て
、
対
話
体

教
材
が
演
劇
的
な
側
面
を
持
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
た
例
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
続
い
て
、
対
話
体
教
材
が
持
つ
演
劇
性
が
、
明
治

三
0
年
代
以
降
の
教
育
に
ど
の
よ
う
に
影
響
し
た
の
か
に
つ
い
て
考

察
す
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
明
治
三

0
年
代
後
半
、
全
国
の
小
学

校
で
学
芸
会
が
始
ま
り
、
各
学
校
で
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま

れ
、
児
童
の
学
習
の
成
果
発
表
が
行
わ
れ
た
。
明
治
四

0
年
代
に
な

る
と
「
対
話
」
と
呼
ば
れ
る
演
目
が
登
場
し
、
以
降
、
各
地
の
小
学

校
に
広
く
普
及
し
た
。
こ
の
「
対
話
」
は
対
話
体
教
材
を
台
本
と
し

て
使
用
し
た
も
の
や
、
童
話
作
家
や
教
員
が
作
成
し
た
対
話
用
の
台

本
を
使
用
し
た
も
の
、
教
科
書
の
内
容
を
問
答
形
式
で
発
表
す
る
も

の
な
ど
様
々
で
あ
り
、
必
ず
し
も
「
対
話
」

11

「
対
話
体
教
材
」
で

は
な
い
。
児
童
演
劇
の
研
究
者
で
あ
り
『
H
本
演
劇
教
育
史
」
な
ど

の
著
書
で
あ
る
冨
田
博
之
は
、
対
話
体
教
材
と
「
対
話
」
の
関
係
に

つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

ま
た
、
よ
り
直
接
的
な
も
の
と
し
て
、
明
治
期
の
教
科
書
・
国

語
読
本
の
中
に
、
早
く
か
ら
、
対
話
体
の
教
材
が
掲
載
さ
れ
て

四
、
学
校
演
劇
の
原
型
と
し
て
の
「
対
話
」
に
つ
な
が
る

対
話
体
教
材
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闊
、
そ
れ
が
、
学
芸
会
や
、
そ
の
先
行
形
態
と
言
っ
て
よ
い

「
教
科
練
習
会
」
「
学
業
練
習
会
」
「
児
童
談
話
会
」
な
ど
の
台

本
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
、
「
対
話
」
の
サ
ン
プ
ル
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
（
中
略
）
こ
う
い
う
国

晶
読
本
の
中
の
対
話
体
教
材
か
、
直
接
、
学
芸
会
の
「
対
話
」

の
台
本
と
し
て
生
か
さ
れ
た
こ
と
は
多
か
っ
た
だ
ろ
う
し
、
そ

れ
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
が
国
語
読
本
に
の
っ
て
い
た
こ
と
で
、

ど
れ
だ
け
、
「
対
話
」
が
取
り
上
け
ら
れ
る
刺
激
と
な
っ
た
か
、

(33) 

は
か
り
し
れ
な
い
と
い
え
よ
う
。

対
話
体
教
材
は
、
学
芸
会
の
演
目
で
あ
る
「
対
話
」
の
台
本
と
し
て

使
用
さ
れ
た
り
、
対
話
体
教
材
が
授
業
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ

と
が
、
「
対
話
」
が
生
ま
れ
る
一
因
に
も
な
っ
て
お
り
、
対
話
体
教

材
が
「
対
話
」
に
与
え
た
影
響
は
大
き
い
と
言
え
る
。
ま
た
冨
田

は
、
当
時
の
「
対
話
」
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
お
り
、
「
対
話
」

を
学
校
演
劇
の
前
段
階
と
位
置
付
け
て
い
る
。

演
劇
へ
の
前
段
階
と
し
て
、
活
人
画
が
、
主
と
し
て
女
学
校
の

生
徒
に
普
及
し
た
よ
う
に
、
学
校
芝
居
11
学
校
演
劇
が
小
学
校

に
普
及
す
る
の
に
は
、
そ
の
前
段
階
と
も
い
う
べ
き
形
式
が
必
(34) 

要
だ
っ
た
。
そ
れ
が
「
対
話
」
だ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
日
本
学
校
劇
協
会
に
お
い
て
「
信
用
あ
る
学
校
劇
研
究
指

導
書
の
集
大
成
」
と
し
て
編
集
さ
れ
た
「
学
校
劇
事
典
」
で
は
、

「
学
校
劇
に
さ
き
だ
つ
も
の
」
と
い
う
章
で
、
「
対
話
」
を
次
の
よ
う

に
紹
介
し
て
い
る
。

こ
れ
は
国
語
の
教
科
書
に
あ
る
対
話
体
の
文
章
を
舞
台
で
対
話

liとか
、
地
理
・
歴
史
・
理
科
・
修
身
な
ど
で
学
習
し
た

も
の
を
問
答
式
に
く
み
た
て
、
舞
台
で
対
話
の
形
で
発
表
さ
せ

別
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
子
ど
も
の
自
発
的
活
動
を
尊
重
す
る

教
授
法
の
発
展
と
し
て
う
ま
れ
た
も
の
で
、
明
治
三
十
年
代
に

は
い
っ
て
頭
を
も
た
げ
た
、
樋
口
勘
次
郎
以
後
の
児
童
中
心
主

義
・
自
由
主
義
的
◆
自
発
活
動
主
義
的
な
教
育
の
伝
統
の
な
か

か
ら
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
の
ち
の
大
正
中
期
の

新
教
育
運
動
の
源
流
と
な
っ
た
当
時
の
教
育
の
な
か
か
ら
「
対

話
」
は
う
ま
れ
た
も
の
で
、
新
教
育
運
動
の
な
か
か
ら
お
こ
っ

た
学
校
劇
の
一
部
で
あ
り
、
欧
米
学
校
劇
の
主
流
を
な
す
「
教

授
の
劇
化
」
「
教
材
の
劇
化
」
な
ど
に
成
長
す
る
卵
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
は
冨
田
と
同
様
に
、
「
対
話
」
を
学
校
演
劇
の
前
段
階
と
し

て
捉
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
対
話
」
の
素
材
と
し
て
国
語
の
教
科

書
に
あ
る
対
話
体
の
文
章
が
使
用
さ
れ
て
い
た
事
に
つ
い
て
も
触
れ

て
お
り
、
明
治
三

0
年
代
の
対
話
体
教
材
が
、
学
校
演
劇
の
原
型
と
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明
治
三

0
年
代
は
、
小
学
校
に
お
い
て
一
般
的
に
子
ど
も
が

「
劇
」
を
す
る
と
い
う
状
況
で
は
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
学
校
に
お

い
て
劇
を
し
た
事
例
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
「
余
興
的
」
で
あ
る
と

捉
え
ら
れ
た
り
、
文
部
省
か
ら
の
禁
圧
の
対
象
と
な
る
こ
と
も
あ
っ

た
。
し
か
し
、
学
芸
会
で
、
対
話
体
教
材
を
使
用
し
た
、
劇
を
思
い

起
こ
さ
せ
る
よ
う
な
演
目
が
見
ら
れ
た
り
、
国
語
の
授
業
に
お
い
て

「
話
し
方
教
授
」
と
い
う
教
育
的
な
目
的
を
持
っ
て
「
劇
的
な
」
発

表
が
行
わ
れ
た
実
践
例
が
確
認
で
き
た
。
こ
の
学
芸
会
で
の
発
表

や
、
国
語
の
実
践
例
が
、
全
国
の
小
学
校
の
見
本
と
な
る
べ
き
官
立

の
東
京
高
等
師
範
学
校
附
属
小
学
校
で
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と

は
、
他
の
学
校
で
も
類
似
の
試
み
が
あ
っ
た
可
能
性
も
十
分
に
考
え

ら
れ
る
。
一
方
で
「
対
話
体
教
材
」
が
「
劇
」
や
「
台
本
」
と
言
わ
れ
ず
に

「
教
材
」
と
し
て
存
在
し
、
そ
の
教
材
を
使
用
し
た
発
表
や
授
業
が
、

「
劇
を
す
る
こ
と
」
を
主
な
目
的
と
せ
ず
、
話
し
方
教
授
、
発
音
教

授
と
い
う
よ
う
な
教
育
的
な
目
的
が
重
視
さ
れ
て
い
た
た
め
に
、
当

時
演
劇
に
対
す
る
批
判
や
差
別
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
教
育
の
現
場

ま
と
め

さ
れ
る
「
対
話
」
に
直
接
的
な
影
響
を
与
え
て
い
た
様
子
を
伺
い
知

る
事
が
で
き
る
。

に
お
い
て
、
批
判
の
的
と
な
ら
ず
に
存
在
し
続
け
た
と
言
え
る
。
そ

の
「
対
話
体
教
材
」
に
演
劇
的
な
側
面
が
あ
っ
た
こ
と
で
、
の
ち
に

学
校
に
お
い
て
子
ど
も
達
が
上
演
す
る
、
学
校
測
が
普
及
す
る
た
め

の
下
地
と
な
り
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
、
教
師
に
も
児
童
に

も
、
よ
り
自
然
な
形
で
学
校
に
お
け
る
「
劇
」
が
受
け
止
め
ら
れ
る

準
備
が
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

参
考
資
料
一
」
第
＿
期
『
尋
常
小
学
読
本
』
の
対
話
体
教
材

※
二
人
以
上
の
登
場
人
物
が
会
話
を
交
わ
し
て
い
る
も
の
を
「
対

話
体
教
材
」
と
す
る
。

ニ
ー題
名
な
し

1
0
|
-

―
 
タ
ロ
ー

＼

オ
チ
ョ

息
子
＼

オ
ト
ウ
サ
ン

オ
ハ
ナ
＼

オ
チ
ョ

一
四
ー
一

五

ツ
キ
＼

子
ど
も
二
人

一
八
ー
ニ
〇

タ
ロ
ー

＼

二
―—

二
三
オ
ツ
ル
＼

ジ
ロ
ー

ウ
グ
イ
ス
＼

ネ

コ

五
ニ
ー
五
五

-
1
 

病
気
の
鶯
を
猫
が
騒
そ
う
と
す

る 算
術
ご
っ
こ
を
し
て
い
る
様
子

お
客
ご
っ
こ
を
し
て
い
る
様
子

暗
い
中
泣
い
て
い
る

子
ど
も

を
、
月
が
照
ら
し
て
家
に
帰
す

イ
ネ
に
つ
い
て

朝
の
挨
拶
と
寝
る
前
の
挨
拶

表
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(
l
)
永
井
鱗
太
郎
「
学
校
劇
図
説
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
六
年
、
五

0
五
頁

(
2
)
霜
田
静
志
「
學
校
繋
の
愛
遷
と
學
校
撃
の
将
来
」
、

H
本
學
校
剌
聯
盟
編

『
日
本
學
校
劇
集
』
教
文
社
、
一
九
三
八
年
、
四
一
六

1
四
一
七
頁

(
3
)
日
本
児
童
演
劇
協
会
「
日
本
の
児
童
演
劇
の
歩
み
児
童
劇
・
人
形
劇
・

学
校
劇
八
0
年
の
年
表
』
日
本
児
童
演
劇
協
会
、
一
九
八
四
年
、
一
五
頁

(
4
)
巌
谷
小
波
「
独
逸
の
御
伽
芝
居
」
『
歌
舞
伎
l

-

＿
一
十
二
号
、
一
九

0
三
年

一
月
、
三
頁

(5)
日
本
児
童
演
劇
協
会
、
一
九
八
四
年
、
一
六

1
]
七
頁

(6)
霜
田
、
一
九
三
八
年
、
四
一
七
頁

(
7
)
中
村
紀
久
二
、
橋
本
淳
治
『
復
刻
版
国
定
教
科
書
編
纂
趣
意
書
解
説
・

文
献
目
録
』
国
書
刊
行
会
、
二

0
0
八
年
‘
1
0
頁

(8)
文
部
省
『
日
本
帝
国
文
部
省
年
報
．
第
三
（
明
治
八
年
）
第
一
冊
j

文
部
省
、

一
九
一
四
年
、
一
頁

(9)
東
京
嵩
等
師
範
学
校
「
東
京
高
等
師
範
学
校
沿
革
略
志
』
東
京
翡
等
師

範
学
校
、
一
九
―
一
年
、
三
四
頁

(10)
同
前
、
三

0
頁

(11)
東
京
教
育
大
学
附
属
小
学
校
創
立
百
周
年
記
念
事
業
委
員
会
編
集
I

東

京
教
育
大
学
附
属
小
学
校
教
育
百
年
史
盆
沿
革
と
業
績
j

東
京
教
育
大

学
附
属
小
学
校
創
立
百
周
年
記
念
事
業
委
員
会
、
一
九
七
―
―
一
年
、
九
七
頁

(12)
同
前
‘
1
0
一
頁
参
照

(13)
同
前
、
九
九
-
1
0
0
頁
参
照

(14)
小
蘊
生
、
加
藤
千
幹
「
東
京
高
等
師
範
學
校
附
属
小
學
校
近
況
」
『
教
育

注

五
』
日
本
書
籍
株
式
會
社
、

七
』
日
本
書
籍
株
式
會
社
、

研
究
l

第
二
九
号
、

(15)
同
前
、
七
九
頁

(16)
文
部
省
『
尋
常
小
學
讀
本

四
五
ー
五

0
頁

(17)
同
前
、
八

0
頁

(18)
文
部
省
『
尋
常
小
學
讀
本

八
ー
一
三
頁
参
照

(19)
中
島
錦
三
郎
「
國
語
話
方
に
つ
い
て
」
『
教
育
研
究
』
第
十
一
号
、

0
三
年
二
月
、
一
七
頁

(20)
同
前
、
一
七
頁

(21)
同
前
、
一
七
頁

(22)
佐
々
木
吉
三
郎
「
国
語
教
授
撮
要
』
育
成
会
、
一
九

0
-
―
年
、
六
三
二

ー
六
＿
―
-
三
頁

(23)
同
前
、
六
三
ニ
ー
六
三
四
頁

(24)
中
島
、
一
九

0
-
＿
一
年
、
一
六
頁

(25)
同
前
、
一
七
頁

(26)
同
前
、
一
七
ー
一
八
頁

(27)
文
部
省
、
一
九

0
三
年
、
八
ー
九
頁

(28)
小
川
信
夫
、
日
本
国
語
教
育
学
会
編
『
国
語
教
育
辞
典
j

朝
倉
書
店
、

二
0
0
一
年
、
一
〇
一
頁

(29)
中
島
、
一
九

0
三
年
、
一
八
頁

(30)
同
前
、
一
八
＼
十
九
頁

(31)
永
井
、
一
九
六
六
年
、
三
七
二
頁

(32)
中
島
、
一
九

0
三
年
、
一
九
頁

(33)
冨
田
博
之
『
日
本
演
劇
教
育
史
』
国
土
社
、

一
九
〇
六
年
八
月
、
八

0
ー
八
一
頁

一
九

一
九

0
三
年
、

一
九
0
三
年
、

一
九
九
八
年
、
五
三
ー
五
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四
頁

(34)
同
前
、
三
八
頁

(35)
日
本
学
校
劇
協
会
編
「
学
校
劇
事
典
』
小
学
館
、
一
九
五
三
年
、
四
＿
―
-
三
頁
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